
2022 年度  第 3 回 夏のつどい部会 議事録 

2022 年 5 月 22 日（日）13：00 

場 所  ：青少年センター 創作室 

司 会  ：田中正平 副部長 

参加者  ：28 名＋5 名（zoom）/48 名 

 

配布物：第 3 回レジュメ・前回議事録・役割分担表（案）・下見報告書（計 4 枚） 

１・あいさつ 中川会長より 

 お休みの中、部会に参加いただいた皆さま、また送り出してくれたご家族に皆さまに感謝申し上げます。8

月の ONH 開催に向け、物事が次から次へ目まぐるしいスピードで動いています。今期初めて参加される方は

戸惑いもあるかもしれません。しかし、分からない時は自分で解決しようとせず部長、副部長、前期からの相

談員などに相談し、何より参加する子どもたちに危険が及ばないようにしなければなりません。相談員が一丸

となって取り組んでいきましょう。 

2・配布物 （上記） 

3・本日の議題及び報告事項 

① 夜間下見について（田中副部長） 

下見報告書 （参照） 

【同行通過報告のツールについて】 

●Google map アプリを試したが、位置情報の共有はできてもタイムラグがあることがわかり使用できない。 

●次回は Zenly を試す予定。 

☆LINE で連絡するのはどうか？ 履歴が残るのでタイムラグがない。電話と違い繋がらない心配がない。 

☆LINE の機能で位置情報を共有できるものがある。検討の価値あり。 
 

② 同行の仕組みについての復習（谷口副部長） 

「第 38 回オーバーナイトハイク同行歩行者のお仕事」（PDF）参照 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩行    前の学区を追い抜いてはいけない（学区の歩行順を守る 同じ学区内は前後して OK） 

●グループリーダー：グループの先頭で歩行ペースを作る。通過連絡を本部へ入れる。 

●同行責任者：自学区の最後尾。自学区で自分より遅れる参加者は救護対象、救護要請をする（付き添わない） 

      ：休憩所到着時（到着報告・点呼・人数報告） 

●同行：参加者を見守りつつ、必要な時には声がけをする。救護者への付添い 

●サブリーダー：グループの最後尾。（同行責任者兼ねる）通過連絡と救護要請。自分より後ろに人がいたら× 

救護要請  現在の位置を色分けされたエリアで伝える。 

●「救護車お願いします。〇グループ・〇〇学区・〇〇（同行責任者）です。」 

●「〇〇学区・〇〇（救護者氏名）さん・〇（性別）・症状は〇〇・〇色エリアの〇〇にいます。」 

 

 



【救護要請に関する注意】 
●歩くペースが落ちて遅れだした子どもを「歩かせてあげたい」と思いがちだが、早めに救護し休んだ後に隊

列にもどし一緒にゴールさせてあげる方がいい。（追い越せないので後ろを歩く人が大変になる） 

●同行者は最低 3 人は必要 

   1 先頭（前） 2 同行（中） 3 同行責任者（後） 

「同行責任者」が救護要請「同行」が付き添う。「同行」が複数いる場合付き添う順番をおおよそ決めておく。 

 

③ 本番当日の集合場所及び解散場所について（谷口副部長） 

●学区ごとに柏駅での集合場所、柏中ゴール後の解散場所を決める。（他学区と重ならないように） 

  学区集合場所から柏駅東口 W デッキ（開会式）へ移動/柏中ゴールから学区解散場所へ移動後解散 

【学区集合時にすること】 

●点呼・検温・健康観察カード回収・持ち物確認・反射板キーホルダー配布 

 ※遅刻参加者がいた場合 電話連絡→1 人同行者を集合場所に残して出発→救護車で合流（同行責任者要請） 

 

④ 役割分担表について（梅林部長） 

●参加者数によって必要な同行数が決まるので、（参加者 3 人以上なら最低 3 人は必要）まだ正式な要請はで

きないが、同行が少ない学区は「もしもの時は歩いてもらえる？」という声がけをして同行協力者を探して欲

しい       

●十分な同行協力者がいる場合は相談員が他の担当（休憩所・救護など）にうつる 

●同行者は男女両方いることが望ましい。（参加の子どもたちは同性の方が話やすい） 

Q:：同行協力者の年齢は？ 

A：未成年は NG 上限は無いが確実に子どもたちを見ながら歩ける人 

●現状の役割分担なので、学区からの声や状況の変化で変わる可能生ある。 

●ほぼ決定の人・・・同行グループリーダー：古賀（二中）都竹（四中）西（五中）綾部（風早） 

●同行協力を先生にこちらからお願いするのは NG （「個人的に参加したい」という申し出は歓迎） 

 

⑤募集→学区説明会までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学区説明会後～開催日前日まで 

 参加者へ確認の電話（参加前の注意事項・もしもの時にこの電話番号でつながるのか） 

 ※夏つど部員だけじゃなく、学区の相談員にも協力してもらい分担して電話 

 

 ⑥ 新型コロナウイルス対策班（コロ対）より 

●柏市のガイドラインに沿って実施する 

●事前の健康管理・距離・手指消毒・対面グループワークの回避  

【学区説明会】 

回収 

◆参加費 500 円 

◆参加承諾書（捺印） 

配布 

◆記念品 

◆ONH しおり 

◆健康管理表 

 

【参加決定のお便り】 

◆学区説明会の日程 

◆保護者の参加承諾書 

 

（参加お断りのお便り） 

抽選で外れました。 

 

チラシの配布～学区説明（事前説明会）

センターにて受け取り（センター）

①オーバーナイトハイク　チラシ

②学校への挨拶　お便り

③挨拶マニュアル

6／13（月）～17（金）　 各中学校へ挨拶とチラシ配布依頼（中学校）

（6／13（月）～24（金）） 参加募集期間（オンライン）

6／26（日） 夏つど部会（センター）

6／27（月）～7／8（金） 申込者へ参加決定 or お断りのお便り配布

7／10（日） 夏つど部会・全体会（中央公民館？）

7／16（土） 第4回夜間下見：最後

7／11（月）～7／20（水） 学区説明会（中学校）

6／11（土）・12（日）　


